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トレーニングが趣味の地域づくり支援員吉岡秀真が「丹後町な体操」を紹介するコーナー！

たんご健康体操
第２２回「百度打ちの型 其の弐」
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掲載団体や話題を大募集！
スポーツ、文化芸術、サークル活動など、皆さんに広く知ってほしいニュースがある団体や個人を募集します。掲載
を希望される方は、丹後市民局までご連絡をお願いします。
【連絡先】京丹後市市長公室丹後市民局（℡0772-69-0714）
※誌面の都合上、全ての希望に沿うことはできません。ご了承ください。

今年の百度打ちは雪が積もる中での疾走でした。
この体操ではハムストリングスという太腿の後ろの筋肉が

刺激されます。
ハムストリングスを鍛えると走力アップや脚痩せが期待でき
ます。

① 壁や手すりを利用して体を支え、片足を少し後ろに曲
げます。

② ゆっくり膝を曲げます。この時に、膝が前に出ないよ
うにするのが一番のポイントです。

③ ゆっくり①の状態に戻して1回です。

この動きを、両足5回～10回×2～3セットを目安に行ってく
ださい。

（地域づくり支援員 吉岡秀真）

丹後市民局職員 小西晋哉の

百度打ち体験レポート

「百度打ち」
江戸時代から続く間人・岡成地区の伝統行事。戦中・戦後の一時期は途絶

えていたが、昭和４０年代に伝統を後世に継承していくため復活。間人地区
で相撲が盛んであったことから、化粧まわしを着けて行うようになったと言
われているこの行事は、地域の厄よけや豊漁、無病息災を祈願して、連綿と地域
の若者によって受け継がれています。

丹後町の人口

②

①

岡成地区の伝統行事「百度打ち」が2月6日(日)に執り行われました。

当日は早朝から時折雪が強まる悪天候で、岡成公民館から岡成地

内を巡回し早尾神社を参拝するコースに変更しましたが、前日からの

雪が路面に残る中、化粧まわし姿の12人が「わっしょい、わっしょい」

の掛け声とともに、はだしやわらじで走り抜きました。

百度打ちは、地域の厄よけや豊漁、無病息災を祈願するもので、当

職も「城嶋ヶ崎」の化粧まわしを身にまとい、特別に参加させていただ

きました。寒さに震え、「わっしょい」の掛け声が出せず、また、一歩踏

み出すたびにかじかむ足をこらえながら、コロナ禍の早期収束を願い

早尾神社を参拝させていただきました。当職の体験を快く受け入れて

くださいました岡成地区の皆様に深く感謝申し上げます。



地域おこし協力隊丹後町担当の前川典代が、丹後町を応援する人や魅力的な場所を紹介するコーナー
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ー お知らせ ー

吉岡秀真さんが講師を務める「健康づくりのためのレ
クリエーション講座」が開催されます。
申込期間は終了していますが、若干名の参加が可能です
のでお申込みください。

◎とき：３月４日（金） ◎参加費：無料
１３時３０分～ ◎申 込：６２－４１２８
１５時００分 市社会福祉協議会

◎場所：松風苑 峰山支所


